

































Making a Picture Book to Promote Understanding of Children with Disabilities （Ⅴ）：


















































































































































































































































・A very wonderful book with clear and simple text. The book touched our 
feelings.
Beautiful illustrations with soft colors.
Keep on – we hope that many parents and professionals will get the opportunities 





・It's a very moving book and what love can do. A mother's love can do all the 




・A beautiful story is emotional and moving.（Anne Marie  from Denmark）
　「素敵なお話に心打たれ、感動しました」
（言語聴覚士　アンネマリ　デンマーク）
・A beautiful book in lyric and impressing. It comes for a mother's heart into our 
hearts. It can be a very sweet and gentle way to explain to a child his own story 





・It was really touching. It must really help children to understand sick friends.
　「本当に心にジーンときました。子どもたちが、病気のお友だちを理解するのに本
当によい手助けるになるでしょう」「最も良かった箇所は、“But when you smile , I 
smile , too.”（それでも　あなたが笑うと　ママも笑顔になります）です。」
（医学部大学院生、小児科／韓国／ファン　ス　ギョン）
・わかりやすいです。（小児科院生／北京／石　秀玉）
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障がいを理解するための「絵本」制作の試み（第５報）
・とてもやさしいかたりかけです。・診断されたあとのママ、パパ、（兄、姉）の受け
入れる心をあたたかく描けています。子どもたちにわかりやすいですね。
　兄弟姉妹向けの本もあるといいですね。（Ａ小児科医）
・とてもやさしい気持ちになります。本当に“大切な”なあなたは“大切”なのであって、
障がいはあっても関係ないのですね。「大切な」あなたへの気持ちがやさしく伝わっ
てきます。（Ｂ小児科医）
英文の意訳：平林あゆ子
５．考察
（１）保育士への質問紙の回答から、「絵本」を何度も読みきかせることにより自分とは違う
他者の存在に気づきその違いを受け止めることができるようになる効果が期待できる。
（２）インクルージョンを進めるためには、障がい児のいない園においても、障がい児を含め
違いのある存在に気づき尊重できるように「絵本」が必要であるとことが分かった。
（３）「絵本」の読みきかせた際に、子どもから「うつるの？」などの偏見や誤解のある質問
が出た場合には、保育者の経験などを交え具体的な説明を加えながら偏見を是正する機会とも
なる。そのような際に、保育者は正しい知識でやさしいことばにより説明する能力が期待され、
保育士養成や現職教育において、「障がい理解学習」の充実が望まれる。
（４）保護者の手記から、保護者への「絵本」の読みきかせは子どもが誕生した時の母親の喜
びを絵本を通して再確認でき、子どもの存在の尊重に繋がったと思われる。家族の絆を再確認
でき、子育て支援のツールとして有効と思われる。また、保育士が「保護者らが身近な障がい
について率直に保育士に話すようになり、多くの保護者と保育士との信頼関係を築くきっかけ
となった」と述べているように、「絵本」は関係性を築く手助けとして有効であったと思われる。
（５）クラスで障がい児に接する機会がない場合でも特別支援学校等との交流の場を設定して
いる園では、「絵本」の読みきかせは導入しやすく、そこから障がいについての気づきや問い
かけが開始されるきっかけとなるようである。
（６）障がい児の保護者や兄弟姉妹の読後の感想から、家族の特別な想いや周辺の理解を願い
ながら過ごしていることが分かる。この「絵本」は周辺の理解に繋がり、親ばかりではなく障
がい児の兄弟姉妹にとっても共感でき、負担が軽減されるツールとして有効と思われる。
（７）障がい児の保護者や現場の保育士らの意見から、「絵本」の幼児期からの導入の必要性
が強く感じられた。しかし、障がいを扱った絵本は小学校中学年から大人向けのものが多く幼
児が障がいを理解するための適当な「絵本」は少なく、「絵本」の更なる制作と普及を願う声
が多くきかれた。
（８）保育関連の研究者や教育者は「絵本」を読むと障がいの理解が深まるので、保育者をめ
ざす学生、多くの人、親に読まれることを期待している。障がい児施設職員は、保護者の心の
深いところで「共感」できる作品と考え保護者に読まれることを期待している。
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名古屋女子大学紀要　第57号（人文・社会編）
６．今後の課題
今後の課題と方向を以下に記しておきたい。
（１）障がいの種類を広げて「絵本」を制作
　専門家や障がい児の親の会等の意見から、自閉症やダウン症ばかりではなくもっと色々な種
類の障がい理解の「絵本」の必要性が強く感じられた。
（２）「絵本」の効果測定と実践方法の検討
　「絵本」の効果的な使い方について、実践方法やその効果を適切に評価する方法も含めて様々
な角度から検討する。
（３）社会的不利な立場を理解するための絵本をジャンル別に収集し整理
　社会的不利な立場を理解するための絵本をジャンル別に収集し、現場で活用しやすいように、
どの年齢にどんな絵本をどんな提示方法で実践したらよいか等について整理する。
（４）「絵本」による障がい理解の基本概念（幼児期）についての探求
　障がい理解の本質や意義について、「絵本」制作の実践や研究による知見に基づいて、系統
的に整理し理念をまとめる。
付記：本稿において、「しょうがい」は筆者が先の紀要に論考した「障がい」と記す。尚、条
約や法律名に関してはそのまま「障害」と記し、感想・意見などについては本人の記述どおり
に記した。
　本研究は日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究C平成22年度課題番号20530898）の助
成により実施しているものである。
